
Human Capital Strategy
05
人財・組織戦略
P.35

P.37

P.38

P.39

CHROメッセージ
人財・組織戦略（人と組織の中期ビジョン）
価値創出に向けた「人・組織」の次元上昇ストーリー

社内コミュニケーションの活性化

次元上昇による企業価値向上

成長戦略

企業価値の向上
財務・資本戦略

人財・組織戦略

サステナビリティ戦略

収益性・資本効率性
の向上

成長期待値
の向上

４
つ
の
次
元
上
昇

Column

Toyota Tsusho Integrated Report 2026 34



多様な人財の力を活かし
しなやかで、
変化に強い組織へ

豊田通商の強みである
「7万人の大旅団」と「豊田通商DNA」

　こうした価値観・行動原則を次世代へ継承しながら、成長戦

略を支える人財と組織を絶えず進化させていく必要があります。

　当社は「異能の総合商社」として、特に際立った強みを持つ4

つの異能領域、「アフリカ事業とゴンドワナ経済圏」「サーキュ

ラーエコノミー」「ネクストモビリティ」「再生可能エネルギー」を

成長戦略の柱に掲げています。これらの戦略を実現するには、

異能領域への機動的な人財供給が欠かせません。2017年4月

に当社として初めての地域軸での本部となるアフリカ本部の設

立、2024年4月にはMissionに応じた営業本部体制を確立し

てきました。また、このようなグローバルかつ多様な事業ポート

フォリオを通じた次元上昇を支えるため、人・組織における

「DNAの覚醒」「躍動する生命体組織」を通じた、環境変化を成
長につなげることができるプロフェッショナルな人財を育成し、
成長戦略に資する人財ポートフォリオの実現を目指しています。
　とりわけ、国内外に1,000社以上のグループ会社を展開する

当社グループにとって、多様な事業を担う経営人財を継続的に

育成していくことは重要な経営課題です。CEO Essential 

Programという経営者育成に特化した研修に加え現場での実

体験によって学び、得た学びを後進に引き継ぐというサイクルを

仕組み化し、次世代経営者を継続的に輩出しています。

　育成が事業のスピードに追いつかなければ、訪れた好機を逃

しかねません。持続的な事業成長のために、変化に対して柔軟
な人財、組織を育てていくことが、CHROとして私が果たすべき
責務だと考えています。

　豊田通商は、アフリカ事業をはじめ、前例の少ない領域で事

業を切り拓いてきました。これを支えるのは、世界約130カ国・
地域で活躍する7万人の多様な人財です。国籍も文化的背景も
超えたコミュニケーションを通じて答えのない課題に挑み、自ら

市場をつくっていく。この力が、当社グループの成長戦略を推進

する原動力となっています。私自身もアフリカ事業に携わり、多

様な国の仲間と共に事業を進めてきました。そこで培った現場

感覚や、価値観・文化の違いを超えて協働する経験は、現在の人

事の仕事にも活きています。

　こうした挑戦の根底にある価値観が、豊田通商DNAです。思
いやりと情熱を持って行動するHumanity、現場で汗を流し、

課題に向き合うGembality、壁を打ち破り未来を創造する

Beyond。中でもGembalityは当社グループならではの強みで

す。事業投資にとどまらず、社員自らが作業着姿で現場に入り
込み、課題に向き合いながら事業を動かしていく姿勢が、当社グ
ループの特長です。

「異能の総合商社」の多様な事業を
支える人財ポートフォリオ

CHROメッセージ

CHRO*

小泉 綾子
*Chief Human 
Resources Officer
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的に考え、能力を発揮しながら、変化に対して柔軟に対応できる
組織です。そんな組織を想像してみてください。ワクワクします
よね。その実現に向け、月に1度、社長・CEOを議長とし、主に

経営幹部で構成される全社会議体「Human Company Task 

Force（HCTF）」で人財・組織の課題を洗い出し議論していま

す。意思決定者が一堂に会するため、改善策がその場で決まる

こともあります。一例として、働きやすさについて議論した回で

は、夜間や休日のメール送信を原則禁止とするルールが生まれ

ました。小さな一歩ですが、トップ自らが従業員に呼びかけるこ

とに大きな意義があります。

　また、人財と組織を取り巻く環境変化に対応するため、AI活

用も推進しています。論理的な分析や検証にAIを活用すること

で、人の力は増幅し、自らの限界も超えられます。一方で、相手

への思いやりや信頼関係の構築、そして新たな価値を創り出す

力は、人だからこそ発揮できるものです。AIに委ねる領域を見

極めながら、Humanity、Gembality、Beyondといった人間性

をさらに磨き、変化に強い組織の土台を築いていきます。

取り組みの透明性を高めながら
エンゲージメント向上を推進
　人財と組織を育成する上で、エンゲージメント向上は重要な

課題です。特に注力しているのが、エンゲージメントサーベイ結

果の全開示です。これまでもサーベイには注力し、役員会議で

議論した上で施策を進めてきましたが、その意図が従業員に十

分には伝わっていませんでした。そこで2026年3月期の結果か
らは、各本部の強みと課題、改善に向けた取り組みの意図まで
を全従業員にオープンにしています。全従業員が自組織の強み
も弱みも理解した上で、「いい会社をつくろう」という意識で積極

的に提案できる環境を整えていきます。

CHROメッセージ

7万人の能力を覚醒する
挑戦機会と組織横断の取り組み
　2026年3月期、「人と組織の中期ビジョン」を策定しました。

「DNAの覚醒」と「躍動する生命体組織」を両輪に、戦略実現を

担う人財の育成と組織づくりを進めています。

　「DNAの覚醒」とは、一人ひとりに備わる能力が花開き、もう
一段引き上げられた状態です。そのために必要なのは、未知の
世界に触れる経験です。私にとって、育児と仕事の両立もまた、

一つの覚醒体験でした。思い通りにいかない環境の中で自分の

意外な一面に気づき、視野が広がりました。

　従業員にも、新たな自分を発見できる機会を制度として用意し

ています。社長・CEOの今井が社長メッセージで述べた入社8

年目以内の海外駐在の他にも、代表的なものとしてグローバル

リーダーの育成を目的とした「Global Advanced Leadership 

Program（GALP）」があります。世界中の現場を回ってビジネス

を学びながら、人生の目標や存在意義を問い続け、己を知る。こ

の経験が自己の可能性を広げます。また、誰もが手を挙げられる

社内公募制度を整え、自律的なキャリア形成を後押ししています。

　もう一つの軸である「躍動する生命体組織」とは、個々が自律

　また、エンゲージメント向上の前提となる従業員のウェルビー

イングに直結する健康経営にも注力し、6年連続で「健康経営優

良法人（ホワイト500）」に選定されました。子育て支援も、男女

を問わず充実させています。「共育て」を推奨する姿勢が評価さ

れ、経済産業省と東京証券取引所が共同で実施する「Nextなで

しこ共働き・共育て支援企業」に2年連続で選定されました。制

度利用者の間では「子育ては自分育て」という認識が浸透し始

め、その実感を自ら語る従業員も増えています。

　こうした取り組みと併せて、イントラネットや社内向け動画配
信プラットフォーム「ToyoTube」を通じて、世界各地の人やさま
ざまな取り組みを社員が主役になって発信しています。人事部で
も動画を活用し、取り組みに込めた思いまでを伝えることで、7万人

の一体感を育むと同時に、制度の浸透と活用拡大を図っています。

　私は、現場でマネジメントを担っていた頃から、部下の一人ひ

とりに深い信頼を寄せてきました。CHROとなった今、その想い

を全従業員に向け、一人ひとりが自らの意思で能力を開花させ

られる環境をつくりたいと考えています。多様な人財が互いの
力を掛け合わせながら、変化を恐れず挑戦し、しなやかに動ける
組織をつくることが、世界の市場を切り拓く当社グループの競
争力につながると考えています。

タウンホールミーティングで仕事と育児の両立について従業員と対話 社内スタジオでのToyoTubeの撮影風景
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WEB Human Capital Reportはこちらをご覧ください
https://toyota-tsusho.disclosure.site/ja/themes/65/

人財・組織戦略（人と組織の中期ビジョン）

中期経営計画（2026年3月期～2028年3月期）で掲げる全体戦略に基づき、

2025年12月に新たな人財・組織戦略「人と組織の中期ビジョン」を策定しました。

社員一人ひとりの「DNAの覚醒」と「躍動する生命体組織」の実現を通じて、

グローバル７万人の大旅団を“次元上昇”（人と組織のポテンシャルを最大化）し、 

豊田通商グループのさらなる持続的成長を牽引します。

中期経営計画

企業価値の向上

　人的資本経営に関する情報開示として、

2022年よりHuman Capital Reportを公表

しています。 Human Capital Report 2026

では「DNAの覚醒」と「躍動する生命体組

織」を実現する社員の姿を通じ、社員の成長

と事業成長のつながりを伝えています。「7

万人の大旅団」の次元上昇に向けた取り組

みもぜひご覧ください。

人事部
花井 千紗

人事部
福田 奈樹

潜在能力を
解放する

安心・安全な職場

多様に・
革新的に

自律し
調和する

人と組織の中期ビジョン

一人当たりの 
稼ぐ力向上

新たな取り組み・
 事業への挑戦

組織・会社・地域を
越えた協創加速

社員エンゲージメントの向上

「7万人の大旅団」の次元上昇

志をつなぐ

最終的に何を
達成したいのか？
 （経営戦略に資する
「人・組織」のゴール）

人と組織はどのように
なっていたいか？
 （目指す姿）

いかなる時も大切にする
普遍的な価値

 （豊田通商グループの
一丁目一番地）

躍動する
生命体組織

DNAの
覚醒

組織の
目指す姿

個の
目指す姿

目指す姿実現に向け
何に注力するか？
（人財・組織戦略の
重点テーマ）

成長期待値の向上
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価値創出に向けた「人・組織」の次元上昇ストーリー

企業価値向上に資する「7 万人の大旅団」の次元上昇を着実に実現するために、「DNAの覚醒」「躍動する生命体組織」に紐付く8つの重点領域およびモニタリング項目（KGI・KPI）を定め、体系立てて取り組み

を進めています。なお、表中の数値は2026年3月期実績です。

人と組織の中期ビジョン

企業価値の
向上

地球課題の
解決

Mission、Vision、Values・中期経営計画

次元上昇のための「人・組織」の目指す姿とKGI 実現に向けた8つの重点領域・施策とKPI

未来の
子供たちに
より良い地球を
届ける

3つの提供価値領域
拡大に向けた
人財の活躍

×

社員エンゲージメント
の向上

一人当たりの
稼ぐ力向上

新たな取り組み・
事業への挑戦

組織・会社・地域を
越えた協創加速

Nature
Value

Social
Value

Core
Value

価値を創出する「人・組織」へ次元上昇価値の創出

「当社で働くことに誇りを感じる」 
肯定回答率77％

「社員エンゲージメント」
2026年3月期72%

「求められる以上にやる」 
肯定回答率79%

「7万人の大旅団」
の次元上昇

「社員を活かす環境」
2026年3月期70%

① 採用
● Mission、Vision、Valuesに共感する人財の採用

② 配置（適所適財）
● グローバルでの人財発掘・シームレスな登用

③ 個の育成
● 覚醒を促す成長機会の積極的提供

④ 評価・報酬
● 成果・行動に報いる処遇

自発的離職率2.3%

グローバルポストの後継者準備率100%

経営人財育成プログラム累計参加者数775名

志をつなぐ
志を共有する豊通パーソンが
それぞれの“異能”を掛け合わせ、
グループ1,000社を牽引する
経営リーダーへと進化していく

潜在能力を解放する
一人ひとりが自身の力を最大限引き出し、
「Will・Can・Do・Grow」の循環の中で

成長が連鎖していく

「自律・調和を実感」
指数64％

「多様・革新性を実感」
指数56%

自律し調和する
社員が自らの意思で考え、 
行動しながら、互いを尊重し
協創を生み出すしなやかな組織

多様に・革新的に
多様な視点が交わることで、 
新たな価値とイノベーションを

生み出し続ける

⑤ 活力ある組織づくり
● エンゲージメント向上に向けた組織力強化

⑥ 社員の潜在能力を最大化する基盤づくり
● 健康経営の実施　● 社内コミュニケーション活性化施策実施

⑦ DE&I
● 女性活躍支援施策の拡充

⑧ AI時代を見据えた人事機能・システム基盤
● 人事オペレーションへのAI活用

マネジメント対象コミュニケーションプログラム
累計受講者数559名

健康経営優良法人の取得6年連続

女性マネジメント職比率9.5%  男性育休取得率91.9%

躍動する生命体組織

DNAの覚醒

組織の
目指す姿

個の
目指す姿

● 自ら考え、意思を持って動く
● 本来持つ力を、自ら発揮する
● 未知に踏み出し、経験で自分を
変えていく

● 自律した個が、自然に調和し動く
●  変化に適応し、より良い未来に
向かって協創する

● 異能が掛け合わさり、価値に変わる

3つの提供価値領域
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　中期経営計画（2026年3月期～2028年3月期）で掲げる「人財・組織戦略」の次元上昇に向け、社員の多様なバックグラウンドや強み、現場の挑戦に光を

当てるコミュニケーションを推進しています。デジタル化やAIの進展を背景に、社員が自らの言葉で語り、想いを共有する価値の高まりを踏まえ、映像を起点

とした発信へと進化。共感や刺激を生み出し、創造性を引き出すことで、組織全体が「躍動する生命体組織」となることを目指しています。

社内コミュニケーションのさらなる次元上昇へ

　2026年4月に東京本社に開設した自社スタ

ジオ（シナスタ）は、社員が自ら語り、想いを共有

する発信拠点です。多様な知見が交差し気づき

と刺激を生み出すことで、一人ひとりのクリエイ

ティビティを引き出し、組織の活性化を促進して

います。

　動画は、情報を伝えるだけでなく、人の

想いやストーリーを届ける力があると感じ

ています。現場のリアルな声を社員が自ら

発信することで、共感や新たなつながりが

生まれ、挑戦を後押しするコミュニケー

ションにつながることを期待しています。

広報部
石本 裕子

広報部
佐々木 千賀

自社スタジオ

（シナスタ）
 ToyoTube SHINAGAWA STUDIO

　ToyoTubeは、シナスタで撮影した動画を

豊田通商グループ全体で共有するプラットフォー

ムです。帯番組や特別番組、社員投稿等、多様な

動画コンテンツを展開し、理解と共感を広げる

ことで、組織の一体感と活性化を促進しています。

社内向け動画配信プラットフォーム

ToyoTube
　「人と組織」の次元上昇を体現する取り組みと

して制作した本動画は、「7万人の大旅団」の

世界観の下、当社の価値観やDNAを未来の物語

として描いたアニメーションです。社員一人ひとり

の姿を重ねながら、何を大切にし、どう判断し

行動するのかを考えるきっかけを提供します。

7万人の大旅団
アニメーション動画

広報部
グループリーダー
染谷 真理子

社内コミュニケーションの活性化
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